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ZOOM UP !
埼玉土建一般労働組合吉川松伏支部と災害協
定を締結しました【2月21日】

平成24年度松伏町スポーツ少年団卒団式が開
催されました【2月23日】

第32回赤岩地区公民館祭が開催されました
【3月3日】　　

子育ち文化のまちづくりフェスタが開催され
ました【2月24日】

秋野恵子−ふるさとの唄･踊り･民話のうた語り−が開催されました
【3月17日】

　身近で多様な事業者で構成される労働組合団
体と災害協定を締結したことにより､町が所有
及び管理する施設で被災した建物等からの救助
活動､施設の応急的な修復業務について､迅速か
つ的確な応援が期待されます。

　田園ホール･エローラで､野球･サッカー ･ミニ
バスケットボール･バレーボールで活躍する10
少年団約200名が参加し､66名の卒団生が､関係
者が見守る中､それぞれのユニフォーム姿で卒
団証を授与されました。

　赤岩地区公民館利用サークルによる､1年間の
活動成果の場として開催されました。
　アトラクションの部ではダンス､コーラス､日
舞､お琴など13団体､展示の部では和裁､絵手紙
など5団体が参加し､来場された皆さんは､楽しい
1日を過ごしていました。

　子どもたちが活動の成果を発表する「未来を
奏でるコンサート」や郷土文化を体験する「子
ども縁日･体験遊び」などが田園ホール･エロー
ラ(中央公民館)で開催され､子どもたちの笑顔あ
ふれる1日となりました。

　田園ホール･エローラで
秋野恵子さんの新作であ
る松伏町の築比地地区に
残る民話をもとにした「丸
山の狸ばなし」などを公
演されました。
　公演時､会場内で販売し
たＣＤやカセットテープの
売上総額を「東日本大震災
の復興の一助に」と寄付さ
れました。

　秋野さんは､町内小学校へ出向き松伏町の民話を披露しています。「こ
れからも松伏の民話が町民に語り継がれるよう､ボランティア活動をし
ていきたい」とのことです。

今月の表紙

　今年度は､松伏中学校
135名､松伏第二中学校
211名の生徒が卒業証
書を受け取りました。
(写真は松伏中学校です。)
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